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までも澄みをつた， リアリストの口である。そこには感情の詠嘆的放浪もなければ， Jr:* 
而上的思考の没歩もない。あるのはただ，現実の土台に根ざした生きた人間の具体的な
妥であり，これを見つめる作.{;の非wに近い透微した目である。ゼーガースの構想には
まず生きた人間が現われる。それも複数の人間が。そしてこれらの人間は決して孤立し
た「内面的」な人間で・はない。それは時代の流れに独自の位置を占め，同じ時代に生会
る他の人関連とのつながりの中に生きる具体的な人間である。この具体的ということが
彼女の小説の根底であり，背後の時勢も必ず人物と結びつけて暗示されるだけで，抽象
的な説明とはなっていない。人物の動きも具体的で，心理の分析，説明は人物の示す行
動の背後に退いている。孤立した人間などは観念の中にしか存在しないものであり，個
人は意識するとしないに拘わらず時の流れの中に一定の位置を占めていること，人間の
心理の説明は行為の後からくるのが本来-の姿であることを考えれば，ゼーガースのこの
方法は，新しい，というよりも，むしろ当然の姿勢と考えられよう。
従米の多くの小説に見られた特定の主人公の設定，その「内面性」の分析，説明のー
菌性に，私は個人を必要以上に内面に追いつめる侃向と誇張の笠しさを感じてきたが，
ゼーガースにおける広さと深さのこの固い結びつきに，私は小説本来の復活の姿を感じ
るものである。(笹:谷 雅)
